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Ⅰ　
は
じ
め
に

　
別
海
町
教
育
委
員
会
は
、
平
成

31
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第

７
次
別
海
町
総
合
計
画
」
に
掲
げ

る
ま
ち
の
目
指
す
べ
き
将
来
像

「
人
が
つ
な
が
り�

未
来
に
つ
な
が

る�

海
と
大
地
に
夢
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
～
い
つ
も
心
に
広
が
る
ふ
る

さ
と　
べ
つ
か
い
～
」
の
実
現
に

向
け
、
町
長
部
局
や
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
基
本
目
標

の
一
つ
で
あ
る
「
生
涯
を
通
じ
て

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
す
る
施
策
を
、
地
域
ぐ
る
み

で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
策
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
別
海
町
総
合
計
画
の
社
会

教
育
分
野
の
計
画
と
し
て
位
置
付

け
、
平
成
31
年
度
か
ら
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
て
本
年
３
月
に
策

定
し
た
「
第
４
次
別
海
町
社
会
教

育
中
期
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

基
本
推
進
目
標
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
に
学
び　
つ
な
が
り　
ま
ち
を

創
る
」
の
実
現
を
目
指
し
、
連
動

し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
以
下
「
す
べ
て
の
世
代
が
学
べ

る
社
会
教
育
の
推
進
」「
将
来
を

生
き
抜
く
力
を
育
む
学
校
教
育
の

充
実
」「
郷
土
愛
と
社
会
性
を
育

む
青
少
年
の
健
全
育
成
」「
地
域

に
根
ざ
し
個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
文

化
の
振
興
」「
活
力
に
満
ち
た
地

域
を
つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

の
５
点
か
ら
、
平
成
31
年
度
に
取

り
組
む
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

 

Ⅱ
主
要
施
策
の
推
進

１　
す
べ
て
の
世
代
が

学
べ
る
社
会
教
育
の
推
進

　
現
代
は
、
少
子
超
高
齢
化
社
会

の
進
行
や
情
報
通
信
技
術
の
急
速

な
発
展
に
よ
り
、
社
会
環
境
や
家

庭
生
活
は
大
き
く
変
化
し
、
求
め

ら
れ
る
学
習
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
い
ま
す
。

　

全
て
の
町
民
が
本
町
の
「
学

び
の
木
」
に
示
す
成
長

の
発
達
課
題
を
達
成
し
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
習
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は

一
人
一
人
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
魅
力
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
身
近
な
学

び
の
拠
点
で
あ
る
３
つ
の
公
民
館

や
図
書
館
等
を
中
心
に
町
民
の
多

様
な
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
若
い
母
親
た
ち

が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ

う
、
学
び
合
い
の
機
会
を
提
供
す

る
「
乳
幼
児
母
親
家
庭
教
育
学
級

（
す
く
す
く
学
級
）」
や
、
小
学
校

で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
特
色

あ
る
体
験
的
学
習
活
動
を
行
う

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」

「
子
ど
も
体
験
塾
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ク
ー
ル
」
さ
ら
に
は
高
齢
者
が

社
会
的
活
動
に
参
加
す
る
意
欲
や

生
き
が
い
を
高
め
る
た
め
の
学
習

と
交
流
の
場
で
あ
る
「
平
成
寿
大

学
」
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
学
習
機
会

を
引
き
続
き
提
供
し
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
努
め
ま

す
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
継
続
お
よ
び

乳
幼
児
と
保
護
者
が
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、

学
校
と
の
連
携
に
よ
り
「
学
校
図

書
室
」
の
環
境
改
善
を
図
り
、
授

業
で
使
用
す
る
資
料
貸
し
出
し
や

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
等
も
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
移
動
図
書
館
車
の
運
行

や
上
西
春
別
中
学
校
に
設
置
し
た

「
地
域
開
放
型
図
書
室
」
の
充
実

に
も
努
め
、
読
書
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　
本
町
の
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ

り
、
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の

中
核
と
な
る
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
」
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２
年

度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
施
設

の
運
用
や
事
業
の
具
体
化
に
つ
い

て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
社
会
教
育
施
設
を
拠
点

に
、
団
体
活
動
の
支
援
を
進
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
活
動
の
良
い
影

響
が
地
域
や
学
校
に
よ
り
伝
わ
る

よ
う
「
学
校
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ス
ト
」
の
充
実
な
ど
、
地
域
と

学
校
が
一
体
と
な
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く

り
に
は
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
を
つ
く
り
、
未
来
へ

つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
担
い
手

と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
自
分
の
住
む

地
域
や
ま
ち
に
興
味
や
関
心
を
持

ち
、
町
政
に
参
画
す
る
第
一
歩
と

な
る
場
と
し
て
「
べ
つ
か
い
町
子

ど
も
未
来
議
会
」
を
、
平
成
31
年

度
以
降
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
順
次
実
施
し
ま
す
。

２  

生
き
抜
く
力
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
人
工
知

能
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
１※

を
は
じ
め
と
す
る

急
速
な
技
術
革
新
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
に
よ
り
、
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
「
変
化
が
激
し
く
予
測
困

難
な
時
代
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
子
ど

も
た
ち
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
識

や
価
値
観
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
時
代
を
生
き
抜
く
力
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て

も
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
協
働

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

教
育
長
　
伊
藤
多
加
志

平
成
31
年
度 

別
海
町
教
育
行
政
執
行
方
針
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支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
が
育
て

る
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
住
民
が

学
校
運
営
や
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
協
働
を
進
め
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
２※
」

を
町
内
全
て
の
学
校
区
で
試
行
を

含
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
は
上
春
別
学

校
区
に
、
２
年
間
の
試
行
期
間
が

終
わ
っ
た
野
付
、
中
西
別
、
上
西

春
別
学
校
区
を
加
え
た
４
学
校
区

で
本
格
実
施
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
試
行
期
間
の
最
終
年

を
迎
え
る
上
風
連
、
中
央
、
中
春

別
、
西
春
別
学
校
区
を
含
め
た
全

学
校
区
で
「
地
域
で
目
指
す
子
ど

も
像
」
を
土
台
に
し
て
、
よ
り
保

幼
小
中
連
携
の
強
化
を
図
り
、
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
別
海
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
は

「
知
・
徳
・
体
」
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
予
測
困
難
な
変
化
に
対
し

て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
「
生
き
抜

く
力
」
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
町
の
独
自
事
業
で
あ
る
「
生

き
抜
く
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

「
学
力
向
上
」
に
向
け
「
別
海
町

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
図
書
館
司
書
と
連
携

し
た
魅
力
あ
る
学
校
図
書
館
づ
く

り
、
多
読
の
取
り
組
み
に
よ
る
読

書
活
動
の
推
進
、
教
育
に
新
聞
を

活
用
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
３※

を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

「
学
び
の
土
台
」
と
な
る
「
読
解

力
」
等
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
「
学
力

向
上
」
に
は
、
日
常
の
授
業
力
を

は
じ
め
と
し
た
教
師
力
の
向
上
が

不
可
欠
で
す
。
秋
田
県
横
手
市
な

ど
の
先
進
地
を
参
考
に
「
別
海
型

授
業
ス
タ
イ
ル
」
を
構
築
し
、
全

教
員
が
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
は

じ
め
と
し
た
将
来
を
生
き
抜
く
力

の
一
つ
と
し
て
外
国
語
指
導
助
手

で
あ
る
外
国
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員

し
、
外
国
語
の
充
実
と
強
化
を
推

進
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

不
登
校
対
応
に
つ
い
て
は
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
「
ふ
れ
あ

い
る
ー
む
」
の
指
導
員
と
の
連
携

を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
現
在
、

別
海
中
央
小
学
校
に
配
置
し
て
い

る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
つ
い
て
も
、
町
内
全
校
で
組

織
的
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
積
極

的
な
登
校
支
援
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
で
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
通
常
学
級

で
配
慮
が
必
要
な
児
童
、
生
徒
に

対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
別
海
中

央
小
学
校
の
み
で
実
施
し
て
い
る

「
通
常
学
級
に
お
け
る
通
級
指
導
」

に
つ
い
て
、
新
た
な
地
区
へ
の
設

置
に
向
け
た
調
査
や
研
究
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す

る
教
員
の
専
門
性
の
向
上
を
目
的

に
、
研
修
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
支

援
教
育
支
援
員
に
、
宿
泊
を
伴
う

学
習
指
導
上
の
支
援
を
補
助
す
る

介
助
員
を
加
え
、
特
別
支
援
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
「
幼
児

期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し

い
幼
児
の
姿
」
を
幼
児
教
育
と
義

務
教
育
現
場
で
共
有
し
「
別
海
版

接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
活
用
し

な
が
ら
、
小
学
校
ス
タ
ー
ト
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
協
働
で
作
成
す
る
な

ど
、
就
学
段
階
に
お
け
る
滑
ら
か

な
学
び
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
工
事
に
着

手
し
て
い
る
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
工
事
完
了
を
迎
え
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
の
運
用
開
始
に
向

け
、
各
学
校
等
と
連
携
し
た
食
育

の
場
と
し
て
の
活
用
な
ど
事
業
の

具
体
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
担

う
若
者
の
健
全
育
成
に
お
い
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
高
等
学
校
教
育

の
継
続
を
目
指
し
て
、
地
元
、
別

海
高
等
学
校
の
普
通
科
３
間
口
の

確
保
お
よ
び
酪
農
経
営
科
生
徒
の

増
員
を
図
る
た
め
、
寄
宿
施
設
利

用
者
へ
の
助
成
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
支
援
事
業
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

３　
郷
土
愛
と
社
会
性
を

育
む
青
少
年
の
健
全
育
成

　
近
年
は
、
少
子
化
、
核
家
族
化

等
に
よ
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
不
足

が
社
会
的
な
問
題
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
青
少
年
が
本

町
の
次
世
代
の
担
い
手
と
し
て
、

豊
か
な
社
会
性
と
ふ
る
さ
と
「
べ

つ
か
い
」
へ
の
郷
土
愛
を
培
う
よ

う
、
各
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
、
本
町
の
「
加

賀
家
文
書
館
」
の
「
加
賀
伝
蔵
」

が
、
北
海
道
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た
「
北
海
道
版
道
徳
教
材　
き

た　
も
の
が
た
り
（
中
学
校
版
）」

に
、
偉
人
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
現

在
、
全
道
の
中
学
校
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
「
加
賀
家
文
書
館
」

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
教
育
施
設

の
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

社
会
性
と
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
、
ふ
る
さ
と
教
育
４※

お
よ

び
学
校
に
お
け
る
道
徳
科
の
授
業

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
５※

へ
の
不
適
切
な
投
稿

等
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、

町
が
独
自
に
取
り
組
む
「
メ
デ
ィ
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ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ー
ト
」
を
活

用
し
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
メ
デ

ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
る

機
会
を
通
し
て
、
各
学
校
区
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

取
り
組
み
」
等
と
連
携
し
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
定
着
と
情
報
モ
ラ

ル
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
端
末
機
器
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
を
午
後
10
時
に
は
止

め
る
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
22
」
の

取
り
組
み
を
継
続
し
、
本
町
の
生

涯
学
習
研
究
所
が
行
っ
た
調
査
結

果
を
活
用
す
る
な
ど
「
情
報
モ
ラ

ル
教
育
」
の
一
層
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
い
じ
め
未
然
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
「
別
海
町
子
ど
も
の
い
じ
め

防
止
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基

づ
き
、
日
常
か
ら
の
児
童
生
徒
観

察
を
基
に
、
道
教
委
が
年
３
回
実

施
し
て
い
る
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
活
用
し
、
い
じ
め
の

早
期
発
見
と
積
極
的
認
知
に
努
め
、

学
校
全
体
で
の
早
期
対
応
を
行
い

ま
す
。

　
友
好
都
市
の
中
学
生
と
相
互
訪

問
を
行
う
「
少
年
少
女
ふ
れ
あ
い

の
翼
交
流
事
業
」
は
、
本
町
の
16

名
の
生
徒
が
、
枚
方
市
へ
訪
問
し

ま
す
。

　
多
感
な
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
風
土
や
文
化
、
歴
史

の
違
い
を
同
世
代
と
の
触
れ
合
い

や
体
験
に
よ
り
学
び
、
見
聞
を
広

げ
る
大
切
な
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
社
会
性
を
培
う
場
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
事
業
内
容
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。

４　
地
域
に
根
ざ
し

　
　
　
個
性
あ
ふ
れ
る

地
域
文
化
の
振
興

　
芸
術
や
文
化
は
、
一
人
一
人
の

人
生
に
楽
し
み
と
潤
い
を
も
た
ら

し
、
地
域
の
活
気
と
魅
力
を
引
き

出
す
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
町
民
が
主
体
的
に
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
文
化
の
継
承
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
地
域
文
化
が
、
し
っ
か
り
と
地

域
に
根
ざ
し
個
性
あ
ふ
れ
る
も
の

と
な
る
た
め
に
、
各
公
民
館
や
郷

土
資
料
館
が
中
心
と
な
っ
て
、
学

び
や
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
、
地
域
文
化
の
振
興
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
活
発
な
活
動
を
展
開
す

る
別
海
町
文
化
連
盟
の
各
団
体
や
、

自
主
的
な
活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル

と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
多
く
の

町
民
が
積
極
的
に
芸
術
・
文
化
活

動
を
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　
史
跡
旧
奥
行
臼
駅
逓
所
に
つ
い

て
は
、
保
存
管
理
計
画
に
基
づ
く

３
年
間
の
保
存
修
理
工
事
が
終
了

し
、
一
般
開
放
を
再
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
奥
行
地
区
に
は
、
貴
重

な
交
通
遺
跡
が
集
中
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
観

光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
北
海
道
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
、
西
別
湿
原
ヤ
チ
カ
ン

バ
群
落
地
の
恒
久
的
な
保
護
を
目

的
に
、
植
物
の
専
門
家
に
よ
る

「
保
護
対
策
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
保
護
対
策
と
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
国
の
天

然
記
念
物
指
定
に
向
け
、
引
き
続

き
調
査
と
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
は
、
施
設
の
老
朽

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
整
備
方
針
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
町
の
歴
史
、

文
化
や
自
然
に
関
わ
る
資
料
の
収

集
、
整
理
保
管
、
調
査
研
究
を
進

め
、
展
示
物
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
別
海
へ
の
愛

郷
心
の
高
揚
を
図
る
た
め
「
ふ
る

さ
と
講
座
」
や
「
郷
土
学
習
出
前

講
座
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

本
町
の
歴
史
、
文
化
や
産
業
を
立

体
的
に
表
す
ジ
オ
ラ
マ
等
を
積
極

的
に
活
用
し
た
「
出
前
移
動
展
」

な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

５　
活
力
に
満
ち
た
地
域
を

つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
明
る
く
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た

地
域
社
会
を
つ
く
る
上
で
、
ス
ポ

ー
ツ
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
実
践
に
欠
か
せ

な
い
施
設
整
備
で
は
、
町
民
体
育

館
が
施
設
の
機
能
を
高
め
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
後

も
長
期
的
な
視
点
で
施
設
の
修
繕

等
を
行
い
施
設
機
能
の
充
実
と
利

用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
全
て
の
町
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
力
や
年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
じ
、
健
康
の
維
持
・
増

進
と
町
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

交
流
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
体
育

協
会
等
と
連
携
し
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
四
季
折
々
の
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努

め
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
関
係
団
体
と
も
連
携
を
深
め
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
６※

や
健
常
者
と
の

交
流
を
目
的
と
し
た
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
検
討
し
「
町
民

皆
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　
道
東
地
区
唯
一
の
公
認
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
開
催
す
る
「
別

海
町
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、

引
き
続
き
地
域
全
体
が
協
働
し
、

参
加
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
よ
る
人
づ
く
り

と
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
道
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ

ー
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
充
実

に
努
め
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま

す
。

　
ま
た
、
国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
界

で
活
躍
し
た
選
手
を
講
師
と
す
る

競
技
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施

し
、
引
き
続
き
地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
競
技
の
振
興
を
図
り
ま
す
。



9　BETSUKAI 2019.4

 
Ⅲ  

む
す
び

　
平
成
31
年
度
教
育
行
政
執
行
に

係
る
方
針
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、

町
民
の
参
画
と
協
働
の
下
、
行
政

と
一
体
と
な
り
、
町
総
ぐ
る
み
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
別
海
町
教
育
委
員
会
と
し
て
、

将
来
を
担
う
本
町
で
育
つ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
「
べ

つ
か
い
」
に
誇
り
を
持
ち
、
自
ら

の
力
で
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
と
家
庭
、
地
域
と
密
接
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
「
連
携
・
共
有
・

発
信
・
工
夫
」
を
テ
ー
マ
に
学
校

教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
町

民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学

習
の
視
点
か
ら
本
町
の
教
育
振
興

と
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
な

ら
び
に
議
員
各
位
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
教
育

行
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

※１　IoT
　　�　Internet�of�Thingsの略で、さまざまな物をインターネットでつな

ぎ、その物と情報をやりとりしたり、制御したりするなどの仕組みのこ
と。

※２　コミュニティ・スクール
　　�　学校運営協議会制度を取り入れた学校であり、学校と保護者、地域

住民が話し合い、意見を学校運営に反映させ、協働しながら子どもた
ちの成長を支える「地域とともにある学校づくり」を進める法律（地
教行法第47条の６）に基づく仕組みのこと。

※３　NIE活動
　　�　Newspaper� In�Education「教育に新聞を」の略であり、新聞を

学校で教材等として活用することで、社会への関心を高め、情報を読
み解く力、考える力等の育成につなげることが目的である活動のこと。

※４　ふるさと教育
　　�　自分が生まれ育った地域の豊かな自然や伝統、文化に親しみ、理解

を深めることで、ふるさとへの愛着や誇りを育み、地域社会の一員と
してふるさとを大切に想い、貢献しようという気持ちを育てる教育の
こと。

※５　ＳＮＳ
　　�　ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、ウェブサイトや専

用アプリで利用できるオンラインサービスのこと。

※６　パラスポーツ　　�　パラリンピックの「パラ」を取り、障がい者スポーツのことを広く表
す言葉。

■投票日に仕事や旅行などの予定がある方は、期日前投票をすることができます。

■４月に第19回統一地方選挙が行われます。

■ 別海町第８投票区投票所をイーストタウン
寿団地集会所に変更しました。

北 海 道 知 事 選 挙
北海道議会議員選挙

別海町議会議員選挙

４月７日日
４月21日日

選　挙　名 告示日 期日前投票期間 投票場所・時間
北 海 道 知 事 選 挙 ３月21日㈭

４月６日㈯まで 別海町役場庁舎103・104号会議室
午前８時30分から午後８時
※土曜日と日曜日も開場しています。

北海道議会議員選挙 ３月29日㈮

別海町議会議員選挙 ４月16日㈫ ４月17日㈬から
20日㈯まで

　選挙の際の投票しやすい環境づくりのため、第８
投票区の投票所を「別海町中央児童館」から「イー
ストタウン寿団地集会所」に変更しました。投票の
際はお間違えのないよう、お越し願います。
（第８投票所における投票地区）
　別海川上町、別海緑町、別海寿町、別海鶴舞町、
　別海町別海の一部の地域

問合せ／別海町選挙管理委員会︵内線2711・2712︶

ガソリン
スタンド

⬆
至 

中
標
津

至 

厚
床
⬇

別海保育園

ケアハウス
みどり野

コンビニ
エンスストア

根室農業
改良普及センター

根室家畜
保健衛生所

別海町
マルチメディア館

寿町

西別川
郵便局
243 別海町営

スケートリンク
これまでの投票所
別海町中央児童館

新しい投票所
イーストタウン
寿団地集会所

★

投票日

投票日




